
て
き
て
賑
わ
っ
て
来
た
か
ら
僕
に
と
っ
て

は
住
み
に
く
い
処
と
な
っ
た
。
学
生
の
勉

学
を
思
う
と
、
ど
こ
か
静
か
な
処
に
移
転

し
て
は
と
思
う
程
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
無

理
な
こ
と
だ
ろ
う
。
／
い
ろ

く
な
物
資

は
商
家
の
店
頭
を
飾
り
、
物
価
は
、
中
央

に
く
ら
べ
て
安
い
の
で
買
い
よ
い
便
利
な

池
袋
に
な
り
、
映
画
館
も
駅
を
中
心
に
十

ば
か
り
で
き
た
の
で
、
浅
草
に
似
て
く
る

よ
う
で
小
浅
草

0

0

0

の
観
が
す
る
。
／
年
、一
、

二
回
仲
間
の
会
合
で
、
二
業
地
の
料
亭
大

江
戸
に
行
く
く
ら
い
で
ほ
か
で
は
の
ま
な

い
。
だ
か
ら
池
袋
繁
華
街
の
空
気
は
知
ら

な
い
。
銀
座
の
帰
り
に
駅
前
の
三
原
堂
で

お
菓
子
を
食
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。

コ
ラ
ム
の
冒
頭
、
戦
時
中
の
苦
難
を
思
い

起
こ
し
た
乱
歩
は
、
文
士
仲
間
や
画
家
た
ち

と
の
交
友
を
ふ
ま
え
な
が
ら
「
特
に
親
し
み

深
い
土
地
だ
」
と
記
す
。
だ
が
、
戦
後
の
復

興
と
と
も
に
賑
わ
い
は
じ
め
た
池
袋
に
つ
い

て
は
、
苦
々
し
さ
を
込
め
て
「
住
み
に
く
い

処
と
な
っ
た
」
と
漏
ら
す
。
そ
し
て
、
敢
え

て
偏
屈
さ
を
気
取
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
コ

ラ
ム
に
「
わ
が
町
を
知
ら
ず
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
つ
け
る
。

戦
後
も
池
袋
を
立
ち
去
ろ
う
と
せ
ず
、
こ

の
街
を
終
の
棲
家
に
す
る
こ
と
に
な
る
乱
歩

は
、
な
ぜ
こ
こ
で
「
わ
が
町
を
知
ら
ず
」
な

ど
と
い
う
ヘ
ソ
曲
が
り
な
コ
ラ
ム
を
書
い
た

の
だ
ろ
う
か
？

い
っ
た
ん
「
住
み
に
く
い

処
と
な
っ
た
」
と
書
い
て
お
き
な
が
ら
、
わ

ざ
わ
ざ「
池
袋
繁
華
街
の
空
気
は
知
ら
な
い
」

と
し
め
く
く
る
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　

思
う
に
、
そ
れ
は
池
袋
と
い
う
よ
り
も
、

池
袋
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
繁
華
街

0

0

0

な
る

も
の
へ
の
訣
別
文
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
わ
が
町
を
知
ら
ず
」
と
は
、
よ
く
知
ら

な
い
と
い
う
謙
遜
で
は
な
く
、
知
り
た
く
も

な
い
と
い
う
拒
絶
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ネ
オ
ン
煌
め
く
繁
華
街
で
は
、
人
間
の
欲

望
や
情
念
が
あ
か
ら
さ
ま
に
照
ら
し
出
さ
れ

る
。
そ
こ
で
は
、
誰
も
が
自
分
と
い
う
鎧
を

脱
ぎ
捨
て
て
他
者
の
前
に
赤
裸
々
な
姿
を
さ

ら
け
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
群
集
の
ひ
と
り

に
な
っ
て
他
者
と
癒
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
闇
と
幻
影
と
虚
偽
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

変
幻
自
在
の
窃
視
者
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し

た
乱
歩
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
耐
え
難
い
空
間

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
読
者
を
興
醒
め
さ
せ
た
乱
歩
だ

が
、
コ
ラ
ム
の
最
後
で
は
日
頃
か
ら
世
話
に

な
っ
て
い
る
三
原
堂
の
名
を
あ
げ
る
な
ど
し

て
義
理
堅
い
と
こ
ろ
も
み
せ
て
い
る
。
銀
座

0

0

の
帰
り

0

0

0

に
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
る
と
書
き
添
え

る
あ
た
り
に
も
、
細
や
か
な
心
遣
い
が
感
じ

ら
れ
る
。

余
談
だ
が
、
こ
の
特
集
に
は
「
飲
み
屋
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
」
な
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
貧

乏
庵
（
蕎
麦
・
区
役
所
前
）、歌
舞
伎
ソ
バ
（
映

画
館
前
の
小
路
）、
小
山
コ
ー
ヒ
ー
店
（
西

武
鉄
道
池
袋
駅
前
）、
フ
ジ
屋
（
飲
み
屋
・

駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
）、
松
露
（
甘
味
・
駅
前
）、

大
野
フ
ト
ン
店
（
西
口
バ
ス
通
り
）、
お
も

だ
か
（
飲
み
屋
）、
い
ろ
は
寿
司
（
西
口
バ

ス
通
り
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

注
※

拙
著『
雑
誌「
月
刊
読
売
」：
解
題
と
総
目
次
』

と
し
て
二
〇
一
三
年
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
稿
で
紹
介
し
た
江
戸
川
乱
歩
「
わ
が
町
を
知

ら
ず
」
は
全
集
等
未
収
録
、
未
確
認
資
料
で
あ
る
。

石
川　

巧
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）

山
手
樹
一
郎
と
い
う
作
家

山
手
樹
一
郎
と
い
う
作
家
を
一
体
ど
れ
だ

け
の
人
々
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
時
代
劇
「
桃
太
郎
侍
」
の
原
作

者
だ
と
説
明
す
れ
ば
合
点
が
い
く
人
々
も
多

少
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
文
学
を
研

究
し
て
い
る
者
で
も
そ
の
著
作
を
読
ん
だ
こ

と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
名
前
す
ら
聞
い

た
こ
と
が
な
い
の
が
実
情
だ
ろ
う
。し
か
し
、

も
し
か
し
た
ら
読
書
行
為
を
娯
楽
と
し
て
享

受
し
て
い
る
一
般
読
者
の
中
で
、
特
に
時
代

小
説
を
好
ん
で
読
ん
で
い
る
人
々
の
中
に

は
、
著
作
を
読
ん
だ
こ
と
や
名
前
を
聞
い
た

人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
、
山
手
は
四
〇
〇
以
上
の
著
作
を
発

表
し
、
多
く
の
一
般
読
者
に
愛
読
さ
れ
、
毎

日
新
聞
社
刊
の『
読
書
世
論
調
査
』内
の「
あ

な
た
の
好
む
著
者
、
執
筆
者
は
誰
で
す
か
」

や
「
好
き
な
著
者
と
そ
の
作
品
」
と
い
う
ラ

ン
キ
ン
グ
に
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

度
か
ら
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
度
に
か

け
て
自
身
と
そ
の
著
作
が
度
々
名
を
連
ね
て

い
る
。
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
度
に
至

っ
て
は
、
全
体
の
八
位
に
そ
の
名
前
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
三
年
六
月

現
在
ま
で
に
六
一
の
著
作
が
映
画
化
さ
れ
、

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
三
一
日
か
ら

公
開
さ
れ
た
「
武
道
大
鑑
」（
原
作
が
『
一

年
余
日
』、
伊
丹
万
作
監
督
、
日
活
）
は
、

同
年
の
日
本
映
画
部
門
の
興
業
成
績
第
四
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
四
度

の
舞
台
化
、
一
〇
度
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
、

「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
製
作
に
あ
た
っ
て

影
　
山
　
　
　
亮
　



五
度
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
な
ど
様
々
な
媒
体

で
一
般
読
者
の
目
（
耳
）
に
触
れ
、
昭
和
五

三
（
一
九
七
八
）
年
に
逝
去
し
た
後
も
様
々

な
再
録
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
に
は
講
談
社
か
ら
全
四
〇

巻
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
桃
園
書

房
か
ら
全
一
五
巻
、昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）

年
に
春
陽
堂
か
ら
全
八
四
巻
、昭
和
五
五（
一

九
八
〇
）
年
に
再
び
春
陽
堂
か
ら
全
一
二
巻

の
全
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
山
手
の

純
粋
な
著
作
と
は
言
え
な
い
が
、
平
成
二
〇

（
二
〇
〇
八
）
年
以
降
、
漫
画
化
も
さ
れ
て

い
る
。

加
え
て
、
か
つ
て
は
貸
本
業
界
に
お
い
て

も
山
手
の
人
気
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。
金
沢
市

内
の
貸
本
屋
調
査
を
行
っ
た
、
芳
井
先
一
の

「
貸
本
屋
調
査
か
ら
―
公
共
図
書
館
と
民
衆

を
結
ぶ
も
の
―
」（『
図
書
館
雑
誌
』
昭
和
三

一
［
一
九
五
六
］
年
六
月
、
日
本
図
書
館
協

会
）
内
で
「
人
気
作
家
・
読
ま
れ
る
本
」
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
こ
こ
で
、

蔵
書
構
成
は
そ
の
地
域
の
利
用
者
の
要

求
に
よ
っ
て
き
ま
る
。
勿
論
山
手
樹
一
郎

の
作
品
は
ど
ん
な
も
の
で
も
、
と
い
う
共

通
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、
中
は
お
お
む
ね

限
定
さ
れ
る
。（
略
）
ど
の
貸
本
屋
で
も

一
位
山
手
樹
一
郎
、
二
位
中
野
実
で
、
三

位
か
ら
は
遊
興
街
を
除
い
て
、
江
戸
川
乱

歩
、
富
田
常
雄
、
横
溝
正
史
、
吉
川
英
治
、

源
氏
鶏
太
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。（
略
）

以
下
種
類
別
に
み
た
人
気
作
家
は
次
の
通

り
で
あ
る
。〈
時
代
小
説
〉
山
手
樹
一
郎
、

吉
川
英
治
、
角
田
喜
久
雄
、
野
村
胡
堂
、

大
林
清
、
村
上
元
三
、
陣
出
達
郎
、
山
岡

荘
八
、
大
仏
次
郎
、
子
母
沢
寛

と
い
う
よ
う
に
、
時
代
小
説
部
門
で
は
も
ち

ろ
ん
全
部
門
で
も
一
位
に
輝
い
て
い
る
。
ま

た
社
会
心
理
研
究
所
の
「
大
衆
文
学
の
読
ま

れ
方
―
貸
本
屋
の
調
査
か
ら
―
」（『
文
学
』

昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
一
二
月
、
岩
波

書
店
）
の
「
好
き
な
作
家
」
の
項
目
に
お
い

て
も
、
夏
目
漱
石
、
江
戸
川
乱
歩
、
山
手
樹

一
郎
の
順
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
資
料
か
ら
も
山
手
の
人
気
ぶ
り
が
う
か

が
え
る
。そ
の
人
気
は
所
得
に
も
つ
な
が
り
、

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
は
文
学
者
の

収
入
で
、
三
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
般
読
者
の
需
要
に
応
え
、

そ
の
娯
楽
に
貢
献
し
、
人
気
を
博
し
た
山
手

だ
が
、
現
代
で
は
一
般
読
者
に
一
定
の
需
要

が
あ
り
な
が
ら
研
究
者
や
文
壇
に
は
黙
殺
さ

れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
文
学
作
家
に

多
く
見
ら
れ
る
状
況
に
見
事
に
あ
て
は
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
最
た
る
象
徴
と
し
て
著
作
年

譜
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
山
手
の
著
作
年
譜
は
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
現
在
、
管
見
の
限
り
一
三

本
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
膨
大
な
著
作
数
に

も
起
因
し
て
既
存
の
著
作
年
譜
全
て
に
誤
り

が
多
く
、
著
作
や
初
出
年
月
が
正
確
に
網
羅

さ
れ
て
い
る
年
譜
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
で

は
山
手
樹
一
郎
研
究
が
進
む
わ
け
が
な
い
。

文
学
研
究
は
解
釈
だ
け
で
な
く
、
研
究
対
象

の
作
品
と
他
作
家
の
著
作
と
の
比
較
や
、
そ

の
時
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
の
結
び
つ
き

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
同
時
代
性
が
非
常
に
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
作
品
の
初

出
年
月
や
初
出
紙
誌
が
明
確
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
正
確
な
著

作
年
譜
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
立
教
大
学
大
学
院
修
士
論
文

の
一
部
と
し
て
、「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作

年
譜
」
を
製
作
し
た
。
こ
の
年
譜
で
も
若
干

の
初
出
年
月
、
初
出
紙
誌
不
明
の
著
作
は
残

っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
初
出
年
月
と
初

出
、
初
収
紙
誌
ま
で
記
載
し
た
ほ
ぼ
完
全
で

正
確
な
著
作
年
譜
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
回

の
調
査
で
は
、
単
行
本
化
さ
れ
て
い
な
い
山

手
の
著
作
や
随
筆
も
新
た
に
数
多
く
発
見
し

た
。
そ
れ
ら
も
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年

譜
」
に
加
え
た
。
し
か
し
こ
の
年
譜
を
製
作

す
る
に
あ
た
っ
て
直
面
し
た
の
は
、
山
手
樹

一
郎
関
係
の
資
料
を
発
掘
す
る
こ
と
の
困
難

さ
で
あ
っ
た
。

訂
正
の
困
難

新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
を
製
作
す
る

に
あ
た
っ
て
ま
ず
確
認
し
た
の
は
、
既
存
の

著
作
年
譜
で
あ
る
。
山
手
自
身
が
製
作
し
た

「
山
手
樹
一
郎
略
年
譜
」（『
時
代
傑
作
小
説
』

昭
和
三
五
［
一
九
六
〇
］
年
九
月
、三
世
社
）

は
、
管
見
の
限
り
最
古
の
年
譜
で
あ
る
。
そ

の
点
で
は
後
の
年
譜
に
良
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
年
譜
は
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
ま

で
の
記
載
で
あ
り
、
著
作
の
初
出
紙
誌
も
書

い
て
あ
る
が
巻
号
の
記
載
が
無
く
、
さ
ら
に

誤
り
が
非
常
に
多
く
、
抜
け
て
い
る
著
作
も

ま
た
然
り
で
あ
る
。
こ
の
年
譜
が
後
の
年
譜

に
悪
い
意
味
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で

最
も
参
考
に
な
っ
た
の
は
八
木
昇
の
「
山
手

樹
一
郎
年
譜
」（『
大
衆
文
学
大
系

二
七
』

昭
和
四
八
［
一
九
七
三
］
年
七
月
、講
談
社
）

で
あ
る
。
こ
の
年
譜
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
に

比
べ
格
段
に
詳
細
な
も
の
で
、昭
和
四
七（
一

九
七
二
）
年
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
誤
り
や

抜
け
て
い
る
著
作
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る
も

の
の
、
多
く
の
著
作
は
初
出
月
ま
で
記
載
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
い
く
つ
か
単
行
本
の
出
版

社
の
記
載
も
あ
る
。
初
出
月
ま
で
記
載
し
て

い
る
年
譜
は
、
先
に
は
も
ち
ろ
ん
、
後
に
も

八
木
氏
の
そ
れ
の
み
で
あ
る
。
だ
が
全
著
作

に
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら



に
誤
り
も
あ
る
た
め
、今
回
製
作
し
た
「
新
・

山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」
で
は
全
著
作
の
初

出
月
ま
で
正
確
に
記
載
し
た
。
し
か
し
、
八

木
氏
の
年
譜
が
最
も
参
考
に
な
っ
た
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

実
際
に
調
査
を
始
め
る
と
、
ま
ず
既
存
の

年
譜
全
て
に
お
け
る
初
出
年
月
の
誤
り
の
多

さ
に
直
面
す
る
。
お
そ
ら
く
山
手
の
著
作
で

最
も
著
名
な
『
桃
太
郎
侍
』
の
初
出
は
、
現

在
で
も
昭
和
一
五
年
の
『
岡
山
合
同
新
聞
』

と
さ
れ
て
い
る
。
参
考
に
し
た
八
木
氏
の
年

譜
で
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
三

四
［
一
九
五
九
］
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
単

行
本
、『
少
年
の
虹
』（
東
都
書
房
）
の
著
者

略
歴
で
「
昭
和
十
四
年
、
処
女
長
編
〝
桃
太

郎
侍
〟
の
執
筆
を
機
と
し
て
…
（
後
略
）」

と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
佐
々
木
浩
が

昭
和
五
四
［
一
九
七
九
］
年
三
月
の
『
国
文

学

解
釈
と
観
賞
』（
至
文
堂
）
で
山
陽
新

聞
社
編
集
局
資
料
部
に
問
い
合
わ
せ
、
そ
の

書
簡
を
も
と
に
初
出
年
は
昭
和
一
四
年
一
一

月
二
日
か
ら
翌
年
の
六
月
三
〇
日
ま
で
と
訂

正
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
月
に
出
版
さ
れ
た

『
大
衆
文
学
通
史
・
資
料

大
衆
文
学
大
系

別
巻
』（
講
談
社
）
で
も
担
当
者
の
磯
貝
勝

太
郎
に
よ
っ
て
初
出
年
が
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
年
譜
や
再
録
本

に
お
い
て
も
未
だ
に
『
桃
太
郎
侍
』
の
初
出

年
は
昭
和
一
五
年
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
回
国
立
国
会
図
書
館
で
実
際
に

『
岡
山
合
同
新
聞
』を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
桃

太
郎
侍
』
の
初
出
年
は
、
佐
々
木
氏
の
訂
正

の
通
り
昭
和
一
四
年
一
一
月
二
日
か
ら
翌
年

の
六
月
三
〇
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

山
手
の
年
譜
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
八
木
氏
の
年
譜
に
よ

る
と
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
『
講
談

倶
楽
部
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
が
初

出
と
な
っ
て
い
る
『
豆
腐
屋
剣
法
』
だ
が
、

実
際
に
は
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
が
初

出
年
で
あ
る
。
同
じ
く
昭
和
三
〇
（
一
九
五

五
）
年
『
講
談
倶
楽
部
』
が
初
出
と
な
っ
て

い
る
『
青
空
剣
法
』
も
、
実
際
に
は
昭
和
二

九
（
一
九
五
四
）
年
が
初
出
年
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
は
一
年
の
誤
差
で
あ
る
。
だ
か

ら
そ
の
年
に
著
作
が
見
当
た
ら
な
く
て
も
、

そ
の
翌
年
や
一
年
前
を
見
る
と
見
つ
か
る
の

で
ま
だ
楽
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
八
木
氏

の
年
譜
で
は
漏
れ
て
い
る
が
、
他
の
年
譜
で

昭
和
三
二（
一
九
五
七
）年『
主
婦
の
友
』（
主

婦
の
友
社
）
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
『
雪
の

駕
籠
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
こ
の
著
作
を

発
見
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
実
際
の
初
出

年
は
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
な
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
翌
年
や
一
年
前
を
見
て
も
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
こ
う
い
っ
た
場
合

は
、
手
間
は
か
か
る
が
一
年
ご
と
に
見
て
い

く
し
か
な
い
。
大
正
期
の
『
主
婦
の
友
』
は

総
目
次
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
期
は

な
い
の
で
一
冊
ご
と
に
見
て
い
く
し
か
な

い
。『
主
婦
の
友
』
は
月
刊
な
の
で
、
一
年

一
二
冊
ご
と
に
見
て
い
く
の
だ
。
月
刊
な
ら

ま
だ
し
も
、『
毎
日
グ
ラ
フ
』
な
ど
の
場
合

週
刊
だ
か
ら
さ
ら
に
手
間
が
か
か
る
。

こ
う
い
っ
た
作
業
に
は
貸
出
数
が
決
ま
っ

て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
で
は
な
く
、
公
益

財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
な
ど
の
施
設
が

適
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
な
ら
、
一
年
ご
と

に
雑
誌
を
貸
出
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
こ
こ
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で

は
な
く
、
冊
子
本
体
の
ま
ま
保
存
し
て
あ
る

の
で
、
実
際
に
雑
誌
を
手
に
取
っ
て
閲
覧
可

能
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
昭
和
三
七
（
一
九

六
二
）
年
『
小
説
倶
楽
部
』（
桃
園
書
房
）

一
五
巻
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
季
節
の
こ
と

ば
』
と
い
っ
た
、
随
筆
類
も
新
た
に
多
く
発

見
す
る
に
至
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
な
、
既
存
の
年
譜
に
記
載
さ
れ
て

い
た
初
出
年
を
訂
正
す
る
の
は
次
第
に
当
た

り
前
の
作
業
に
な
り
、
一
年
誤
っ
て
い
て
も

何
と
も
思
わ
な
く
な
る
ほ
ど
多
く
あ
っ
た
。

連
載
も
の
の
困
難

次
に
直
面
し
た
困
難
は
、
連
載
も
の
の
終

了
時
を
確
認
す
る
作
業
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も

既
存
の
著
作
年
譜
で
は
読
み
切
り
な
の
か
、

連
載
も
の
な
の
か
が
判
別
不
能
で
あ
る
。
初

出
年
月
が
書
い
て
い
な
い
も
の
が
多
い
の
だ

か
ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。
実
際
に

初
出
紙
誌
で
確
認
し
て
、
初
め
て
連
載
も
の

だ
と
分
か
る
著
作
も
あ
っ
た
。
単
行
本
化
さ

れ
て
い
な
い
著
作
の
連
載
も
の
が
そ
う
で
あ

る
。
雑
誌
の
連
載
も
の
な
ら
ば
、
先
述
し
た

日
本
近
代
文
学
館
な
ど
で
ま
と
め
て
一
年
ご

と
に
閲
覧
出
来
る
が
、
大
変
な
の
は
新
聞
連

載
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
国
立
国
会

図
書
館
で
新
聞
を
一
日
ず
つ
確
認
す
る
し
か

な
い
。
大
抵
の
新
聞
連
載
も
の
は
一
年
間
の

連
載
だ
と
次
第
に
判
明
し
た
が
、
そ
の
日
に

ち
ま
で
確
認
す
る
に
は
や
は
り
一
日
ず
つ
の

確
認
に
な
る
。
ま
た
昭
和
三
六（
一
九
六
一
）

年
一
二
月
一
九
日
か
ら
『
報
知
新
聞
』
で
連

載
さ
れ
た
『
侍
の
灯
』
は
、
連
載
終
了
が
二

年
後
の
三
月
一
〇
日
な
の
で
非
常
に
大
変
で

あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
既
存
の
年
譜
と
は

一
線
を
画
し
た
、
連
載
開
始
か
ら
終
了
ま
で

記
載
し
た
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」

の
完
成
に
至
っ
た
。

新
発
見
の
喜
び

今
回
の
調
査
で
は
先
述
し
て
き
た
困
難
だ

け
で
な
く
、
新
発
見
と
い
う
喜
び
も
非
常
に

多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
山
手
が
編
集
長
を
務

め
、
執
筆
も
し
て
い
た
博
文
館
刊
行
の
『
少
年
少
女

譚
海
』
と
い
う
雑
誌
が
あ
っ
た
。
こ
の
雑
誌



は
現
在
で
は
、
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
が
少

な
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
東
京
都
立
多
摩

図
書
館
、
財
団
法
人
三
康
文
化
研
究
所
附
属

三
康
図
書
館
、
財
団
法
人
大
阪
児
童
文
学
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ

ら
全
て
を
閲
覧
し
た
。
山
手
が
『
少
年

少
女

譚
海
』

に
い
く
つ
か
著
作
を
発
表
し
て
い
る
の
は
、

既
存
の
年
譜
で
も
分
か
っ
て
い
た
。
し
か
し

実
際
に
『
少
年

少
女

譚
海
』
を
創
刊
号
か
ら
現
存
す

る
巻
号
ま
で
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
年

譜
に
も
な
く
、単
行
本
化
も
さ
れ
て
い
な
い
、

も
し
く
は
年
譜
に
は
あ
る
が
単
行
本
化
さ
れ

て
い
な
い
著
作
を
新
た
に
多
く
発
見
出
来

た
。
そ
の
中
に
は
、
実
は
若
殿
で
あ
り
な
が

ら
、
浪
人
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
主
人
公
桃

太
郎
侍
が
、
お
侠
な
女
と
義
賊
の
手
下
と
共

に
、お
家
を
乗
っ
取
ろ
う
と
企
む
悪
を
倒
し
、

百
合
姫
と
結
ば
れ
る
と
い
う
話
の
筋
か
ら
も

『
桃
太
郎
侍
』
の
試
作
版
と
言
え
る
『
飛
燕

一
殺
剣
』（
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
三

月
か
ら
五
月
に
連
載
）
と
い
っ
た
重
要
な
著

作
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
著
作
は
、
八
木

氏
の
年
譜
に
お
い
て
初
め
て
記
載
さ
れ
た
。

し
か
し
単
行
本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
ち
ろ

ん
全
集
に
も
載
っ
て
い
な
い
。『
飛
燕
一
殺

剣
』
に
つ
い
て
は
山
手
自
身
が
、
武
蔵
野
次

郎
と
の
「《
対
談
》
時
代
ユ
ー
モ
ア
の
創
始
」

（『
日
本
伝
奇
名
作
全
集

八
』
昭
和
四
五
年

［
一
九
七
〇
］
年
五
月
、
番
町
書
房
）
内
に

お
い
て
「
あ
れ
（『
桃
太
郎
侍
』：
執
筆
者
註
）

は
ね
、
ほ
か
の
題
で
一
ぺ
ん
書
い
て
い
る
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
」
と
発
言
し
て
い
る
。
言

及
は
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
発
見
が
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
山
手
樹
一
郎
研
究
に
お
け
る
独

特
の
状
況
が
、
一
つ
解
消
さ
れ
た
。
ま
た
小

説
類
だ
け
で
な
く
、
口
絵
に
附
し
た
『
幕
末

海
軍
の
創
生
』（
昭
和
一
八
［
一
九
四
三
］
年

七
月
）
と
い
っ
た
著
作
の
発
見
に
も
至
っ
た
。

そ
の
他
に
も
博
文
館
刊
行
の
雑
誌
を
現
存

す
る
巻
号
全
て
閲
覧
し
た
結
果
、
既
存
の
年

譜
に
は
記
載
全
く
さ
れ
て
い
な
い
著
作
を
新

た
に
多
く
発
見
す
る
に
至
っ
た
。昭
和
三（
一

九
二
八
）
年
九
月
に
本
名
、
井
口
長
次
（
筆

名
は
井
口
長
二
）
の
名
で
『
少
女
世
界
』（
博

文
館
）
に
発
表
さ
れ
た
『
西
瓜
の
爆
弾
』
や
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
二
月
に
口
井
蝶

耳
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
『
朝
日
』（
博
文
館
）

に
発
表
さ
れ
た
『
松
さ
ん
の
禁
酒
』
も
そ
れ

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
三
康
図
書
館
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

加
え
て
あ
ら
ゆ
る
出
版
社
の
大
衆
文
学
系
の

雑
誌
を
出
来
る
限
り
多
く
閲
覧
し
た
結
果
、

昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
『
ゴ
ー
ル
ド

絵
本
』
シ
リ
ー
ズ
（
講
談
社
）
の
文
章
を
担

当
し
た
『
安
寿
と
厨
子
王
』、昭
和
四
三
（
一

九
六
八
）
年
八
月
に
『
サ
ッ
ポ
ロ
』（
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
）
に
発
表
さ
れ
た
随

筆
『
タ
ク
シ
ー
嫌
い
』
も
新
発
見
の
一
部
で

あ
る
。

ま
た
最
大
の
新
発
見
と
言
え
る
の
は
、
山

手
の
童
話
で
あ
る
。
山
手
は
本
名
で
多
く
の

童
話
を
執
筆
し
た
。
先
述
の
山
手
自
ら
制
作

し
た
年
譜
に
も
、「
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

一
八
歳

博
文
館
発
行
の
『
幼
年
世
界
』
に

童
話
な
ど
を
寄
稿
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
述
が
後
の
年
譜
に
そ
の
ま

ま
孫
引
き
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
は

童
話
は
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、

『
幼
年
世
界
』（
博
文
館
）
な
ど
の
雑
誌
を
調

査
し
て
、
そ
れ
ら
を
新
た
に
数
多
く
発
見
す

る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
山
手
樹
一
郎
の

最
初
の
著
作
は
大
正
六（
一
九
一
七
）年『
幼

年
世
界
』
に
発
表
し
た
『
鸚
鵡
の
声
』
だ
と

い
う
こ
と
も
新
た
に
判
明
し
た
。

今
後
の
山
手
樹
一
郎
研
究

以
上
の
よ
う
な
困
難
を
手
間
暇
か
け
て
乗

り
越
え
て
調
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
年
譜

と
は
一
線
を
画
し
た
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作

年
譜
」
の
完
成
に
至
っ
た
。
多
く
の
一
般
読
者

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
山
手
だ
が
、
現
在
ま
で
そ

の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
成
さ
れ
て
い
な
い
。
山
手

樹
一
郎
研
究
の
新
た
な
一
歩
に
こ
の
年
譜
が
貢

献
す
れ
ば
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後

は
山
手
の
著
作
自
体
と
共
に
、
新
た
に
発
見

し
た
山
手
の
童
話
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
「
新
・
山
手
樹
一
郎

著
作
年
譜
」
は
近
刊
の
『
立
教
大
学
大
学
院

日
本
文
学
論
叢
』
に
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

影
山
亮
（
立
教
大
学
大
学
院
博
士　

後
期
課
程
）

　

年
末
に
引
っ
越
し
を
し
た
。

作
業
が
二
日
が
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
、
私
の
蔵
書
の
せ
い
だ
っ
た
。

引
越
し
前
に
、
山
積
み
に
さ
れ
た
本
を
み

て
、
引
越
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
が
ぽ
つ
り
と
呟
い

た
。

「
ヤ
バ
い
っ
す
ね
…
…
。」

な
ん
と
か
新
築
の
書
庫
と
和
室
に
分
散
し

て
、
段
ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
て
も
ら
っ
た
は

い
い
が
、
こ
れ
を
一
つ
一
つ
開
け
て
、
書
棚

に
納
め
て
い
く
の
を
ひ
と
り
で
お
こ
な
う
の

は
、
気
が
遠
く
な
る
作
業
だ
っ
た
。
の
び
た

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
よ
う
に
、
い
く
ら
片
付

け
て
も
減
る
様
子
の
な
い
段
ボ
ー
ル
の
山
を

書
庫
と
ヴ
ィ
レ
ヴ
ァ
ン
と
秘
密
基
地

　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
片
付
か
な
い
日
々

小
　
林
　
　
　
実
　


